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	  　いちょう会総会
　　　　　　学習会、懇親会も開催


総会は五月二九日に、横浜大桟橋近くの波止場会館で開催されました。会員、ご来賓、併せて三四名の参加をえました。総会の概要は次の通りです。
会員数　　　　　五五一
過半数　　　　　二七六
出席者　　　　　　二八
委任状　　　　　二六七
　　合計　　　　　二九五
出席会員と委任状の合計が会員数の過半数を超え、総会は成立しました。
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冒頭、大久保会長があいさつし「ウクライナ戦争をきっかけに、世界的な『エネルギー危機』『食糧危機』が生じ、日本でも、食品を中心とした各種の値上げとなって、私たち市民の生活を圧迫しています」と、ウクライナ戦争の日本への影響について指摘しました。
ご来賓の自治労県職労保坂事務局長、自治退県本部千葉会長、立憲民主党県連合青柳代表、社民党市連合森副代表から、激励の言葉をいただきました。
議案は全て承認されました

第一号議案「二〇二二年度主な活動の報告」、第二号議案「二〇二二年度決算報告・会計監査報告」、第三号議案「二〇二三年度活動の進め方（案）」、第四号議案「二〇二三年度予算（案）」、第五号議案「いちょう会規約改正（案）」、第六号議案「二〇二三～二〇二四年度役員選任（案）」は全て承認されました。
特殊詐欺に遭わないために
加賀町警察署の龍頭警部補を講師に、ビデオを観ながら特殊詐欺の事例や対策について解説をしていただきました。
さくら水産で懇親会
総会の後は「待ってました」、北詰顧問の音頭で乾杯し、久しぶりの交流会となりました。
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· 　　　　◆
総会出欠葉書の「ご意見」欄に書いていただいたコメントを今年もご紹介します。

〇藤沢市　山崎公江さん

藤沢市議会選挙では大変お世話になりました。ありがとうございました。
〇厚木市　髙橋健志さん

役職員の皆様ご苦労様です。
〇川崎市　井一光義さん
　当日、高校の同窓会の先約があり、欠席させていただきます。今年もご迷惑をおかけいたしますが、活動には参加させていただきたくお願いいたします。
〇東京都　笠井一夫さん
大人の遠足、次回楽しみにしています。
〇藤沢市　成瀬光一さん
残念ですが欠席します。
〇横浜市　植田光雄さん
有難うございます。皆様のご健勝をお祈り申し上げます。
〇寒川町浅野俊二さん
　信州上田市の実家に行くこと
が多くなりました。
〇横浜市　尾田喜作さん
　毎日のウオーキングが健康の源であり、繋がっている。九〇歳を過ぎた。

〇海老名市　廣田敏之さん
役員、事務局たいへんご苦労さまです。一生懸命さが感じられて、すがすがしい限りです。
〇藤沢市　渡辺保男さん
最近特にアブナイTEL他があり、くれぐれも名簿の管理お願いします。
〇藤沢市　庄司典明さん

いつもありがとうございます。
〇茅ヶ崎市　福留スミ子さん
　いちょう会「大人の遠足」「銀杏」「助け合い」等、ほこりに思っています。
〇厚木市　横内　勉さん
今年で七〇才になります。半日は元気に過ごしています。
〇横浜市　頼兼泰子さん
敵基地攻撃、防衛費大増額等閣ギ決定が易々と実行され９条破棄、非常事態条項新設等憲法改悪の動きも活発です。反対運動にシルバー世代の力が重要と思います。
〇秦野市　佐藤弘美さん
ご通知ありがとうございます。会員の皆様のご健康をお祈りいたします。
〇逗子市　小野義昭さん
　今年は九二才になります。体調が思わしくありません。定期総会に出席できず、残念です。
〇大和市　須貝筆吉さん
　若い時を想い出しております。皆様方の活動、頑張ってください。ご連絡ありがとう御座います。
〇横浜市　小川恵子さん
　総会欠席しますが、よろしくお願いします。
〇横須賀市　谷　和代さん
　いつもお世話さまです。一〇年余りのボランティアを終え、元気に歩いています。
〇秦野市　諸星達也さん
　総会のご準備お疲れさまです。次回は参加させていただきます。
〇秦野市　長沢　駿さん

　役員の皆様お疲れ様です。
二〇二三～二〇二四年度役員
　
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　（未選出）
　　副会長　　　山崎公江
　　　　　　　　鈴木則之
　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　保坂由文
　　事務局次長

　　・会　計　　中山政一
　　常任幹事　　大野和二
　　　　　　　　小嶋昌光
　　　　　　　　内海義幸
　　　　　　　　岩本晴代
　　　　　　　　梁川直美

　　会計監査　　笠井直文
　　　　　　　　和田聡子
　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
　　　　　　　　永井碩夫
映画から社会を見る２３
７０歳で見出した新たな生きがい
７０歳になった男性ベン。妻も亡くなり、仕事もなくなった。趣味や習い事、いろいろ取り組んだがこれからなにをするか迷っている。
ふと、シニア・インターン募集の記事を目にする。インターンとは「見習い社員」のこと。応募してみることにする。映画のタイトルは原名「インターン」日本名「マイ･インターン」である。
ベンは募集に応募する。職歴40年、プレゼンも上手で採用される。が、会社にとってもシニア･インターンなど新発想。やらせる仕事がない、会社は創業１年半。若い女社長ジュールズは社員25人から二二〇人に育てたやり手であり、ネット業界でも知られるようになっている。
ベンは社長付きとなる。職歴40年のベンは、若い社員には上司ではないので有り難い相談役である。ジュールズがメールを母親に誤送。削除のために大騒ぎ、などのエピソードもいくつか。
「君ほど会社に打ち込める人はいない。会社には君が、君には会社が必要だ。経験豊富な人が来ても君には及ばない」「長く生きたってたいていの人は君ほど素晴らしいものを生み出せない」「君が作り上げた宝物を他の誰かに渡してほしくない」ベンとジュールズの交流と友情は深まっていく。「あなたは私にとってインターンであり、最高の友人よ」
大勢で朝の体操。ベンはリーダー格。そこへジュールズがやってきて参加する。
（緑川芳樹）
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   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
錦秋の津軽へ空路ひとつ飛び志功に触れんと館目指しつ
板画とは無限際よと言ひ切りし志功のこころ歌にも似たり
銀幕に男端折りし駆けめぐる素足の君は和風チャップリン
北条の栄華のよゐん浮かび来る「枯里城」の黒のひといろ
外ヶ浜の奥に鎮まる善知鳥神社をさな志功の遊び場なりき
赤松の粗きはだえの「樹王図」に山背に耐へしとしつきの影                
寂しげなゴッホが好きと語りける志功残像絵描きの卵
松毬の転がる合浦を歩みつつ志功の画きし構図探しぬ
寂しげなゴッホが好きと映像に語りき志功純真無垢なり
     （今年は棟方志功の生誕一二〇年。青森市に棟方志功記念館がある。
　　　 記念館は老朽化に伴い来年三月に閉館される。このニュースを聞き
　　　 昨秋、足を運んだ。閉館に向けて企画展が続いている。）
　私たちは今
会員のお便り

　「無題」
　　　　植田耕造（岐阜県）
　横浜から故郷に引っ越して五年。
　横浜には四七年間住んだことになる。日常での一番の違いは本の購入。以前は九五％が本屋で購入出来たが今では九五％取寄せなければならない。町中では歩いている人はほとんど見かけない。バアさんもジイさんもすべて車を利用している。運転は慎重だが、町角で互に譲り合ってちっとも動かないのを見かける時がある。
　よく聞かれることは横浜に行った時にはどこへ行くかということ。迷うことなくキリンビール工場に行ってクラフトビールを飲むことと答える。最近地方でもあちこちにクラフトビール工場が出来たが、この前隣町に出来た店（美濃市）に行ってみた。古い町屋の蔵を改造した店で、家の奥の庭をすぎた所にあった。何とも不思議な雰囲気に驚かされた。老い先短い人生に楽しみが一つ増えた。
　「温泉旅行」
　　　　川瀬三千男（横浜市）
　六月上旬に久しぶりに札幌に行った。
旅行はコロナの中でもちょくちょく行っていたが、温泉目的が多い。コロナの前は年に五～六回、皆、県ＯＢで原則車で四人旅。運転は専らＴさんにお願いしていた。温泉は源泉かけ流し、露天風呂そして一泊一万五千円以下で選んでいる。
今回の札幌は「自治労全国労政連絡会ＯＢ会」の集まりでＵさんと二人で参加、神奈川からは他にＮさんも。札幌ユニオンの書記長から地区の労働情勢の報告、その後出席者全員が近況報告をした。皆まじめだ。
温泉旅行は昨年十二月「横谷温泉旅館」以降行っていない。すぐにでも皆で行きたいが。

「私たちは今」（近況報告）
　　　　の原稿を募集します
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります
・題名　短く、簡単に
・氏名　明記します
・字数　二〇〇字程度
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　大久保光夫
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　五月のＢＢＱは
　　　残念ながら雨で中止

　五月二〇日に横浜市金沢区の「横浜海の公園」で開催予定の「潮干狩り＆バーベキュー大会」は雨のため中止となりました。申し込みをしていただいた一七名の会員・ご家族にとって残念な結果となってしまいました。
「銀杏」原稿募集中
　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。
　原稿をメールの添付ファイルでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。
・郵送の宛先も表題部を参照してください。
・原稿締め切りは十二月十五日

訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　

　　　　海上龍晃さん
　　　　淵上信也さん
　　　　古畑京子さん
　　　　星野剛一さん
    　　総会出欠葉書の「ご意見」欄


　　　　　　　　　　　　　　コメントをご紹介します








